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コロナ騒動が収まらない中ですが学者村は初夏を迎えまし

た。つい先日まで寒さを感じる程だったのがウソのようです。

初夏の里山には白い花が目立ちます。“ホウ”の花が終わり、

“ニセアカシア”（正式和名“ハリエンジュ”）の花が満開から

そろそろ散り始めています。「学者村たより」が皆様のお手元

に届く頃にはすっかり散ってしまっていることでしょう。 

⇒ 当会ＨＰに“ニセアカシア”の功罪について掲載しています。 

過密な都会と違い、学者村別荘地は３密と無縁な生活です。

別荘生活はステイホームでもいろいろやることがあり退屈し

ません。テレワークの次には夏休みに向けてワーケーション

（ワーク＋バケーション）が推奨されるようです。すでに学者

村別荘地のオーナーさんは実践されている方が多いのですが、

世の動きの先を進んできた学者村ということでしょうか。 

長和町では国からの「特別定額給付金」も順調に支給が行わ

れています。こういうとき「規模の小さな自治体は小回りが効

いて良いなぁ」と定住の別荘オーナーは思ったりもします。 

学者村３期にお住まいの戸津圭之介先生（81）は、この６月初め、

自ら土をこねて製作した「アマビエ３姉妹」をゆかりの深い栃木県

佐野市に寄贈され、地元紙や東京新聞などでも報じられました。

 

戸津先生は東京藝術大学名誉教授で、現役の鋳金造形作家としてもご活躍中のアーティスト

ですが、佐野市主催で毎年行われる「佐野ルネッサンス鋳金展」の名誉顧問及び審査員とし

て関わって来られました。この度のコロナ禍により今秋の鋳金展は中止に決まり、それを残

念に思った戸津先生は古来疫病除けのご利益のある妖怪と伝えられる“アマビエ”の製作を

思い立ち、敢えてご専門の鋳金ではなく素焼きに採色して作られたようです。 

戸津先生はこれまでにも、東日本大震災の復興活動の一環として東北地方の子供たちに美術

の楽しさを伝える活動などを実践されてきました。同じ学者村の住民としてちょっと誇らし

い気持ちになりますね。コロナ禍の少しでも早い終息を願うとともに、戸津先生にもどうか

いつまでもお元気でご活躍いただきたいと思います。 

※戸津先生ご自身のお許しをいただき、実名での記事を書かせていただきました。（事務局：青山） 

＊２期では災害復旧に伴う大規模な工事が行われる予定です。通行止めが長期にわたりますのでご来村の際に

は事前に管理センターにご確認ください。 

＊村内のあちこちで伐採が進み、景観がずいぶんよくなっています。明るくなり風通しが良くなったところ、

早く雪が解けて路面凍結がなくなりそうなところなど・・・村内の変化を見つけてください。 
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オーナーの会事務局より 

学者村別荘地オーナーの皆様にお伝えしたいこと 

 

非常にタチの悪いウイルスに翻弄される日々が続いております。皆様には日々の暮らしや世情の

変化などでさぞご心労も多いこととお察しいたします。学者村別荘地は都会に比べればまだ平穏無

事とも言えますが、それでもやはり一定の緊張感に包まれた生活であることに違いはありません。

そのような窮屈な暮らしを、私たちは一体いつまで我慢しなければならないのでしょうか？ 

このような現状の中、学者村オーナーの会といたしましても通常の年間スケジュールの大半を中

止せざるを得ないこととなり、会の規約上の問題も抱えながら、現実的な対応を模索している状況

にあります。 

つきましては、本年度のオーナーの会の活動を事務局では以下のように考えています。 

ご理解いただき、ご協力のほどお願い申し上げます。 

１ 本年度の会長及び事務局員はすべて留任とする 

２ 本年度の定例会は原則行わない 

３ 但し、大きな情勢の変化もしくは緊急に必要な重大事案が提起された場合には臨時会を開催

できるものとする 

４ 本年度予定のイベントは原則中止とする 

５ 事務局員は随時連絡を取り合い、運営上必要な事案に対処する 

６ 事務局はオーナーの方々・会員の方々からのご意見・ご質問等には通常通り対応する 

７ 来年度以降については、時期を見て改めてご提案、周知を行う 

尚、長和町から別途ご案内があると存じますが、本年度の「学者村祭」、「オーナー懇談会」等の

イベントは中止が決まっております。 

今後、県を跨いでの移動の自粛要請は解除されることになると思われます。別荘オーナーの皆様

もどうか学者村に足をお運びください。ただ、どこにいようとも“with コロナ”。今までとは違う

気づかい・マナーが学者村でも必要と思われます。 

山里の風・木々の緑・空間の広さ・・・ゆったりした別荘ライフを楽しんでいただける日が早く

来ることを願っております。 

 

令和２年６月１５日  学者村別荘地 オーナーの会 会長  山本 亮一  事務局員一同 


